
質
問　

瑞
穂
町
東
長
岡
住

宅
（
町
営
住
宅
）
は
昭
和

57
年
に
建
設
が
始
ま
り
５

棟
を
有
す
る
。
町
は
老
朽

化
に
伴
う
長
寿
命
化
の
た

め
の
工
事
を
実
施
し
て
い

る
。
建
物
の
長
寿
命
化
に

伴
い
、
内
装
の
老
朽
化
に

対
す
る
管
理
に
つ
い
て
も

着
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　

昨
年
、
都
は
東
京
都
住

宅
供
給
公
社
の
修
繕
費
用

の
負
担
区
分
を
大
き
く
見

直
し
、
利
用
者
の
負
担
軽

減
を
図
っ
て
い
る
。
町
も

利
用
者
の
住
宅
環
境
の
改

善
と
修
繕
費
用
等
の
負
担

軽
減
を
図
る
べ
き
で
あ
る

と
思
う
が
、
町
長
の
所
見

を
伺
う
。

町
長　

昨
年
、
東
京
都
住

宅
供
給
公
社
が
公
社
所
有

の
住
宅
修
繕
の
負
担
区
分

を
見
直
し
た
が
、
都
か
ら

委
託
さ
れ
た
都
営
住
宅
は

公
営
住
宅
法
に
基
づ
く
も

の
で
、
変
更
は
し
て
い
な

い
。
町
は
都
に
準
じ
て
お

り
修
繕
に
必
要
な
原
資
の

確
保
な
ど
に
つ
い
て
は
公

営
住
宅
法
の
適
用
範
囲
で

考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
入

居
者
の
高
齢
化
も
進
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
水
回
り

や
風
呂
場
の
改
修
な
ど
も

行
い
た
い
が
、
原
資
確
保

が
難
し
い
現
実
が
あ
る
。

人
口
減
少
下
で
の
町
営
住

宅
の
在
り
方
を
含
め
、
負

担
区
分
に
つ
い
て
、
今
後

も
継
続
し
て
情
報
収
集
に

当
た
っ
て
い
く
。

町
営
住
宅
に
つ
い
て
問
う

下
野　

義
子　

議
員
（
公
明
党
）

子ども会の存続について

榎本　義輝　議員（自民クラブ） 質
問　

少
子
高
齢
化
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
も
あ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
も
変
化
し
つ
つ
あ

る
。
我
が
町
で
も
町
内 

会
や
子
ど
も
会
の
存
続
が

危
ぶ
ま
れ
、
子
ど
も
会
の

合
併
論
が
浮
上
し
て
い
る
。

子
ど
も
会
連
合
会
補
助
金

は
１
団
体
に
対
し
年
間
８

千
円
に
３
５
０
円
／
人
を

加
算
し
て
交
付
さ
れ
る
が
、

仮
に
３
団
体
が
合
併
し
た

と
す
る
と
８
千
円
の
み
の

交
付
と
な
る
。
ま
た
、
資

源
物
回
収
団
体
奨
励
金
の

10
円
／
㎏
は
平
成
18
年
以

降
見
直
し
も
な
く
回
収
団

体
も
減
少
し
て
い
る
が
、

所
見
を
伺
う
。

教
育
長
　
子
ど
も
会
へ
の

補
助
金
は
、
現
時
点
で
定

額
補
助
と
人
数
割
補
助
を

基
本
と
し
て
い
る
が
、
定

額
部
分
に
つ
い
て
は
、
大

き
な
動
き
が
あ
れ
ば
検
討

す
る
余
地
は
あ
る
も
の
と

考
え
る
。
資
源
物
回
収
団

体
奨
励
金
の
金
額
の
妥
当

性
に
つ
い
て
は
、
他
の
自

治
体
の
推
移
を
含
め
て
、

検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
補
助
金
や

奨
励
金
を
増
や
す
こ
と
が

子
ど
も
会
の
存
続
に
直
接

つ
な
が
る
可
能
性
は
少
な

い
と
考
え
る
が
、
将
来
的

に
は
支
援
の
在
り
方
を
見

直
す
検
討
も
必
要
と
考
え

る
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

幼
児
や
児
童
生
徒
の
安

全
・
安
心
は
ど
う
守
る
！

教
育
長
　
感
染
予
防
に

必
要
な
物
品
の
配
布
や

購
入
費
用
の
補
助
な
ど

様
々
な
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

支援の在り方を見直す検討も
 必要と考える

教育長

公
営
住
宅
法
の
適
用
範
囲
で

 

考
え
ざ
る
を
得
な
い

町
長

さつまいも掘りを楽しむ松原ひばり子ども会

東長岡住宅（町営住宅）
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町役場周辺への大型バス
 の交通規制解除を

石川　　修　議員（自民新政会）

質
問

令
和
２
年
７
月
29

日
付
、
瑞
穂
町
箱
根
ケ
崎

駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

（
お
知
ら
せ
）
が
地
権
者

な
ど
に
送
付
さ
れ
た
。
全

体
事
業
の
進
捗
率
は
、
事

業
費
ベ
ー
ス
で
約
93
％
、

道
路
の
整
備
率
は
約
86
％

と
な
っ
て
お
り
、
令
和
４

年
度
完
成
に
向
け
て
事
業

が
進
ん
で
い
る
。
事
業
区

域
内
で
は
公
園
の
整
備
が

３
カ
所
予
定
さ
れ
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
特
色
の

あ
る
公
園
を
整
備
し
て
い

く
の
か
、
町
長
の
所
見
を

伺
う
。

町
長

３
カ
所
の
公
園
を

予
定
し
て
い
る
。
こ
の
う

ち
２
カ
所
は
町
内
の
既
存

の
公
園
と
同
規
模
だ
が
、

松
原
稲
荷
を
含
む
公
園
は

約
４
６
０
０
㎡
の
面
積
で
、

特
色
あ
る
公
園
と
し
て
整

備
し
て
い
き
た
い
。
具
体

化
に
は
、
設
計
段
階
か
ら

町
内
会
や
子
ど
も
会
、
地

域
の
方
々
の
意
見
を
伺
い
、

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

遊
ん
で
憩
う
こ
と
の
で
き

る
公
園
で
、
ま
た
、
い
ざ

と
い
う
と
き
の
一
時
避
難

場
所
と
し
て
も
利
用
で
き

る
公
園
に
し
た
い
。
駅
に

も
近
い
こ
と
か
ら
、
多
く

の
人
が
利
用
で
き
る
公
園

を
整
備
す
べ
き
と
考
え
る
。

小
山

典
男

議
員
（
自
民
新
政
会
）

福生警察署に確認したい町長

質
問

役
場
通
り
周
辺
は
、

町
民
会
館
な
ど
の
公
共
施

設
が
あ
り
、
ほ
か
に
も
福

祉
施
設
な
ど
が
集
中
し
、

瑞
穂
町
を
支
え
る
中
心
地

で
あ
る
。
当
然
、
町
や
町

民
の
活
動
の
中
で
、
バ
ス

に
よ
る
乗
降
の
ニ
ー
ズ
も

町
の
ど
の
場
所
よ
り
も
多

い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

地
域
に
大
型
バ
ス
を
乗
り

入
れ
利
用
す
る
に
は
、
そ

の
都
度
、
警
察
署
に
出
向

き
、
許
可
を
も
ら
う
手
続

き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
町
中
心
部
の
活
性
化
、

町
民
の
利
便
性
を
重
視
し
、

規
制
解
除
を
要
請
す
べ
き

と
考
え
る
が
町
長
の
考
え

は
。

町
長

昭
和
40
年
か
ら
50

年
代
は
、
大
型
車
両
の
通

行
が
多
く
な
り
、
役
場
通

り
の
道
路
整
備
に
合
わ
せ

て
大
型
自
動
車
進
入
規
制

を
行
っ
た
。
交
通
規
制
が

あ
っ
て
も
警
察
署
長
の
許

可
が
あ
れ
ば
通
行
で
き
る

た
め
、
現
在
、
研
修
、
視

察
、
学
校
の
行
事
の
際
、

許
可
車
両
の
み
が
役
場
通

り
を
通
行
し
て
い
る
。
今

後
、
解
除
を
し
た
場
合
、

ど
の
よ
う
な
問
題
や
影
響

が
発
生
す
る
の
か
、
ま
た
、

大
型
バ
ス
の
み
の
規
制
解

除
が
可
能
な
の
か
な
ど
、

福
生
警
察
署
に
確
認
し
た

い
。

箱
根
ケ
崎
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業

 

区
域
内
の
公
園
整
備
に
つ
い
て

一
カ
所
は
約
４
６
０
０
㎡
の

 

特
色
あ
る
公
園
と
し
て
整
備
す
る

町
長

駅西地区にある松原稲荷付近

役場通り
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